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日
本
初
の
磁
器
は
十
七
世
紀
前
半
の

肥
前
（
現
在
の
佐
賀
県
と
壱
岐
・
対
馬

を
除
く
長
崎
県
）
で
誕
生
し
た
。
開
発

成
功
か
ら
数
十
年
の
間
に
生
産
さ
れ
た

製
品
は
初
期
伊
万
里
と
呼
ば
れ
る
。
す

で
に
肥
前
で
作
ら
れ
て
い
た
陶
器
の
窯

で
磁
器
も
併
焼
す
る
こ
と
で
始
ま
り
、

朝
鮮
半
島
か
ら
も
た
ら
さ
れ
た
窯
業
技

術
を
基
盤
と
し
な
が
ら
中
国
風
の
染
付

磁
器
を
生
産
す
る
新
た
な
産
業
と
し
て

急
成
長
を
遂
げ
た
。
初
期
伊
万
里
は
当

時
日
本
に
輸
入
さ
れ
て
い
た
中
国
の
染

付
磁
器
の
碗
皿
を
目
指
し
た
た
め
器
種

は
食
膳
具
を
中
心
と
す
る
が
、
茶
陶
も

少
量
な
が
ら
生
産
さ
れ
て
お
り
、
茶
陶

ら
し
い
作
為
の
み
ら
れ
る
茶
碗
や
水

指
、
繊
細
な
造
形
の
香
合
な
ど
が
見
ら

れ
る
。
な
か
に
は
注
文
者
の
存
在
が
う

か
が
え
る
よ
う
な
趣
味
性
の
強
い
作
例

も
あ
る
が
、
茶
の
湯
の
名
品
と
し
て
知

ら
れ
る
も
の
は
多
く
な
い
。
開
館
四
十

五
周
年
を
迎
え
た
佐
賀
県
立
九
州
陶
磁

文
化
館
が
開
催
し
た
特
別
企
画
展
「
初

期
伊
万
里
ビ
ッ
グ
バ
ン
―
日
本
磁
器
始

ま
り
の
全
貌
―
」（
二
〇
二
五
年
十
月

四
日
～
十
二
月
七
日
）
は
草
創
期
の
肥

前
磁
器
の
起
源
と
発
展
に
焦
点
を
当

て
、
生
産
地
の
出
土
資
料
を
中
心
に
展

示
構
成
を
行
い
、
最
新
の
研
究
成
果
を

紹
介
し
た
。
試
行
錯
誤
す
る
中
で
生
み

出
さ
れ
た
多
様
な
技
法
や
、
国
内
市
場

の
需
要
か
ら
生
み
出
さ
れ
た
製
品
の
多

様
さ
を
示
す
た
め
伝
世
品
も
展
示
し
、

こ
れ
ま
で
紹
介
さ
れ
る
機
会
が
少
な

か
っ
た
個
人
蔵
の
初
期
伊
万
里
の
茶
陶

を
取
り
上
げ
た
。
本
稿
で
は
そ
の
中
か

ら
五
点
を
紹
介
す
る
。

　

初
期
伊
万
里
で
は
小
碗
の
ほ
か
、
茶

の
湯
で
用
い
ら
れ
た
可
能
性
が
高
い
茶

碗
が
生
産
さ
れ
た
。〈
染
付
山
水
文
茶

碗
〉（
写
真
１
）
は
内
面
を
無
釉
と
し

て
い
る
こ
と
か
ら
火
入
と
も
思
わ
れ
る

が
、
見
込
中
央
を
く
ぼ
ま
せ
、
高
台
内

に
も
強
く
轆
轤
目
を
入
れ
る
作
為
が
み

ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
雲
堂
手
な
ど
を
意

識
し
た
内
面
無
釉
の
茶
碗
と
し
て
作
ら

れ
た
可
能
性
が
考
え
ら
れ
る
。

　

日
本
で
は
中
世
以
降
、
中
国
の
染
付
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磁
器
が
高
級
な
食
膳
具
と
し
て
受
容
さ

れ
十
五
世
紀
以
降
大
量
に
輸
入
さ
れ
て

い
た
が
、
茶
の
湯
の
道
具
と
し
て
は
十

六
世
紀
ま
で
本
格
的
に
用
い
ら
れ
な

か
っ
た
と
い
う
。
し
か
し
、
小
堀
遠
州

が
幕
府
の
茶
道
指
南
役
を
務
め
る
よ
う

に
な
る
と
使
用
例
が
増
加
す
る
。
徳
川

将
軍
家
の
茶
会
で
利
休
伝
来
の
染
付
茶

碗
〈
紀
三
井
寺
〉
が

頻
繁
に
用
い
ら
れ
、

遠
州
自
身
の
茶
会
で

も
染
付
の
茶
碗
や
懐

石
具
が
取
り
入
れ
ら

れ
る
と
染
付
磁
器
製

の
茶
道
具
が
流
行
し

た
。
筒
形
の
香
炉
・

火
入
を
転
用
し
た
染

付
の
雲
堂
手
茶
碗
が

用
い
ら
れ
た
こ
と
を

背
景
に
、
こ
の
よ
う

な
茶
碗
が
肥
前
に
求

め
ら
れ
た
の
か
も
し

れ
な
い
。

　

染
付
を
伴
わ
な
い

白
磁
茶
碗（
写
真
２
）

は
胴
の
二
か
所
に
指
や
箆
に
よ
る
凹
み

が
見
ら
れ
、
茶
碗
と
し
て
の
み
ど
こ
ろ

を
創
出
す
る
意
識
が
認
め
ら
れ
る
。
高

台
内
に
も
渦
状
の
轆
轤
目
を
作
り
出
し

て
い
る
こ
と
か
ら
、
あ
き
ら
か
に
茶
の

湯
の
茶
碗
と
し
て
製
作
さ
れ
て
い
る
。

本
作
に
関
し
て
は
朝
鮮
陶
磁
の
影
響
が

強
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

　

茶
の
湯
で
用
い
ら
れ
る
香
合
は
炭
手

前
の
確
立
に
よ
っ
て
多
彩
に
な
り
、
さ

ま
ざ
ま
な
合
子
が
香
合
と
し
て
取
り
入

れ
ら
れ
る
と
と
も
に
、
国
内
外
で
新
た

に
生
産
さ
れ
た
。
安
政
二
年
（
一
八
五

五
年
）
刊
行
の
『
形
物
香
合
相
撲
』
は

染
付
香
合
を
多
数
含
み
、
中
国
産
の
染

付
香
合
が
受
容
さ
れ
た
様
子
が
う
か
が

え
る
が
、
初
期
伊
万
里
で
も
染
付
香
合

が
作
ら
れ
て
い
た
。
初
期
伊
万
里
の
鳥

形
香
合
（
写
真
３
）
は
内
部
に
箆
な
ど

の
道
具
を
用
い
て
土
を
削
り
取
っ
た
痕

跡
が
あ
り
、
羽
の
模
様
も
一
筋
ず
つ

彫
っ
て
表
現
さ
れ
た
も
の
が
多
い
。
こ

う
し
た
手
間
の
か
か
る
技
法
は
後
に
量

産
化
に
伴
っ
て
見
ら
れ
な
く
な
る
。
出

土
例
も
き
わ
め
て
少
な
く
、
注
文
な
ど

に
応
じ
て
少
量
生
産
さ
れ
た
可
能
性
が

考
え
ら
れ
る
。
ほ
か
に
も
水
指
や
中
次

（
写
真
４
）、
振
出
（
写
真
５
）
な
ど
が

あ
る
が
、
い
ず
れ
も
伝
世
例
は
少
な
く

貴
重
な
作
例
で
あ
る
。

　

初
期
伊
万
里
は
厚
い
器
胎
や
お
お
ら

か
な
染
付
文
様
が
特
徴
と
し
て
知
ら
れ

る
が
、
こ
れ
ら
の
茶
陶
を
見
る
と
上
質

写真２

写真１
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な
製
品
を
作
る
べ
く
試
行
錯
誤
し
て
い

た
様
子
が
う
か
が
え
る
。
し
か
し
、
一

六
四
〇
年
代
以
降
に
中
国
系
の
技
術
を

新
た
に
導
入
し
て
飛
躍
的
な
革
新
を
遂

げ
る
と
、
国
内
市
場
向
け
に
中
国
風
の

磁
器
製
品
を
供
給
す
る
初
期
伊
万
里
の

時
代
は
終
焉
を
迎
え
る
。
生
産
効
率
化

を
求
め
る
過
程
で
手
間
の
か
か
る
技
法

は
行
わ
れ
な
く
な
り
、
茶
道
具
の
生
産

量
自
体
も
減
少
し
た
。
肥
前
で
は
磁
器

生
産
の
開
始
か
ら
一
六
四
〇
年
代
ま
で

の
短
期
間
に
、
優
れ
た
茶
陶
が
集
中
し

て
見
ら
れ
る
。

　

本
展
と
同
時
期
に
五
島
美
術
館
で
開

催
さ
れ
た
特
別
展
「
古
染
付
と
祥
瑞
―

愛
し
の
青
」（
十
月
二
十
八
日
～
十
二

月
七
日
）
で
は
国
内
伝
世
の
古
染
付
と

祥
瑞
の
名
品
が
詳
細
な
作
品
情
報
と
と

も
に
展
示
さ
れ
、
古
染
付
の
需
要
層
が

う
か
が
え
る
消
費
地
の
出
土
資
料
や
、

古
染
付
の
影
響
が
み
ら
れ
る
初
期
伊
万

里
な
ど
も
紹
介
さ
れ
た
。
ま
た
、
古
染

付
・
祥
瑞
に
関
す
る
近
年
の
研
究
に
善

田
の
ぶ
代
氏
に
よ
る
も
の
が
あ
り
、
中

国
染
付
磁
器
の
茶
の
湯
に
お
け
る
受
容

や
、
古
染
付
に
見
ら
れ
る
朝
鮮
陶
磁
な

ど
他
産
地
の
陶
磁
器
か
ら
の
影
響
に
関

す
る
研
究
が
行
わ
れ
て
い
る
。
以
上
の

よ
う
な
研
究
の
進
展
か
ら
、
中
国
磁
器

を
目
指
し
て
生
産
さ
れ
た
初
期
伊
万
里

に
も
新
た
な
検
討
を
加
え
る
こ
と
が
可

能
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
時
の
流
行
を

反
映
し
、
茶
の
湯
の
道
具
と
し
て
生
産

さ
れ
た
初
期
伊
万
里
の
茶
陶
の
生
産
と

受
容
に
つ
い
て
、
生
産
地
に
お
け
る
研

究
を
基
盤
に
し
な
が
ら
地
域
の
枠
組
み

を
超
え
た
研
究
の
進
展
が
今
後
期
待
さ

れ
る
。

（
写
真
１
〜
５
の
作
品
は
す
べ
て
個
人
蔵
）

写真３

写真４

写真５
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理
事
会

　

令
和
七
年
度
第
三
回
理
事
会
が
、
令

和
八
年
三
月
一
日
（
日
）
午
後
二
時
よ

り
Ｚ
ｏ
ｏ
ｍ
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
で
行
わ
れ

た
。
理
事
十
五
名
が
出
席
し
、
以
下
の

議
題
に
つ
い
て
討
議
さ
れ
た
。

一�

、
令
和
八
年
度
総
会
提
出
議
案
に
つ

い
て

・
令
和
七
年
度
事
業
報
告
、
決
算
報
告

・
令
和
八
年
度
事
業
案
、
予
算
案

二�

、�

会
長
候
補
選
考
委
員
会
か
ら
の
諮
問

三�

、�

令
和
八
年
度
総
会
・
大
会
に
つ
い
て

四
、
会
誌
・
会
報
に
つ
い
て

五
、
そ
の
他

　

飯
島
副
会
長
の
司
会
進
行
で
議
題
に

沿
っ
て
議
事
が
始
ま
っ
た
。

　

第
一
議
題
で
は
、
令
和
八
年
度
総
会

提
出
議
案
と
し
て
、
令
和
七
年
度
事
業

報
告
・
決
算
報
告
、
令
和
八
年
度
事
業

案
・
予
算
案
に
つ
い
て
、
各
担
当
理
事

よ
り
報
告
と
説
明
が
行
わ
れ
承
認
さ
れ

た
。

　

第
二
議
題
で
は
、
会
長
候
補
者
選
出

に
関
す
る
内
規
に
従
い
、
会
長
候
補
選

考
委
員
会
委
員
か
ら
、
現
会
長
の
山
田

哲
也
会
長
を
引
き
続
き
会
長
候
補
と
し

て
選
出
し
、
令
和
八
年
度
総
会
の
議
案

と
す
る
こ
と
が
決
ま
っ
た
。

　

第
三
議
題
で
は
、令
和
八
年
度
総
会
・

大
会
に
つ
い
て
提
案
さ
れ
、
承
認
さ
れ

た
。

日
程
：�

令
和
八
年
六
月
十
三
日
（
土
）・

十
四
日
（
日
）

第
一
日
目

　

�
見
学
会　
�

藪
内
家�

�

「
燕
庵
お
よ
び
路
地
」�

�
拝
観
・
呈
茶

　

�

懇
親
会　
（�

京
都
新
阪
急
ホ
テ
ル�

�

「
ブ
ー
ル
ヴ
ァ
ー
ル
」）

第
二
日
目　

総
会
・
大
会

会
場
：
同
志
社
大
学
今
出
川
キ
ャ
ン
パ
ス

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
：
テ
ー
マ

　
「
京
都
と
茶
の
湯
の
近
代
化
」

　

第
四
議
題
で
は
、
会
誌
に
つ
い
て
、

山
田
編
集
委
員
長
よ
り
会
誌
四
十
五
号

の
進
捗
状
況
が
報
告
さ
れ
、
三
月
末
に

発
行
予
定
で
あ
る
と
の
報
告
が
あ
っ

た
。
会
誌
の
オ
ン
ラ
イ
ン
公
開
に
つ
い

て
、
編
集
会
議
に
て
議
論
さ
れ
た
こ
と

が
報
告
さ
れ
た
。
投
稿
規
程
・
著
作
権

等
の
見
直
し
を
編
集
委
員
会
に
て
早
急

に
行
い
、
理
事
の
確
認
後
、
令
和
八

年
度
総
会
の
議
案
と
す
る
こ
と
と
な
っ

た
。

　

会
報
に
つ
い
て
、
中
村
幸
編
集
委
員

よ
り
会
報
一
二
八
号
が
制
作
中
で
三
月

末
に
発
行
予
定
で
あ
る
こ
と
が
報
告
さ

れ
た
。

　

第
五
議
題
で
は
、
高
知
例
会
の
永
吉

渓
滋
理
事
の
訃
報
が
報
告
さ
れ
た
。

　

近
畿
例
会
担
当
幹
事
と
し
て
佃
梓
央

氏
が
推
薦
さ
れ
承
認
さ
れ
た
。

例　

会

東
京
例
会

（
令
和
七
年
十
二
月
六
日
）

「
烏
盞
と
二
種
の
油
滴
天
目
―
再

現
実
験
に
み
る
建
窯
系
天
目
釉
の

特
徴
―
」

岩
田
澄
子
・
横
山
直
範

　
『
君
台
観
左
右
帳
記
』
に
記
さ
れ
る

唐
物
天
目
七
種
の
う
ち
、
曜
変
・
油
滴
・

建け
ん

盞さ
ん

（
禾の
ぎ

目め

）
は
福
建
省
建
窯
製
で
、

国
宝
の
名
品
も
知
ら
れ
る
。
と
こ
ろ
が

「
烏う

盞さ
ん

」
は
、「
湯
盞
の
形
。
土
く
す
り

は
建
盞
と
同
じ
」
と
い
う
簡
略
な
記
載

で
、
そ
の
実
態
（
産
地
、
釉
薬
、
伝
世

品
）
は
現
在
も
不
詳
と
い
え
る
。

　

烏
盞
と
は
何
か
。
京
都
市
産
業
技
術

研
究
所
で
は
、
中
国
出
土
陶
片
の
分
析

値
に
基
づ
い
て
、
さ
ま
ざ
ま
な
条
件
を

設
定
し
、
実
際
に
焼
成
す
る
再
現
実
験

を
行
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
ま
で
活
用
さ

れ
て
い
な
い
漢
文
茶
書（
野
本
道
玄『
茶

教
字
実
方
鑑
』、
三
谷
宗
鎮
『
和
漢
茶

誌
』）
も
参
照
し
、
再
現
実
験
を
通
し

て
考
察
し
た
。

　

建
窯
の
釉
薬
は
ア
ル
ミ
ナ
値
の
高
い

特
異
な
組
成
で
、
各
種
の
紋
様
は
窯
の

中
で
様
々
に
変
化
し
て
生
じ
た
自
然
の

産
物
と
い
え
る
。
実
験
で
は
、龍
窯（
登

り
窯
）
の
中
で
起
き
た
と
思
わ
れ
る
複

雑
な
環
境
変
化
を
再
現
す
る
よ
う
に
、

複
数
回
の
繰
り
返
し
焼
成
・
冷
却
を
行

な
っ
た
。

　

青
黒
い
烏
の
よ
う
な
「
烏
盞
」
は
、
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建
窯
系
釉
薬
を
再
加
熱
後
、
九
〇
〇
度

近
く
（
ガ
ラ
ス
の
固
化
温
度
）
ま
で
持

続
す
る
強
還
元
で
冷
却
し
た
時
に
現
れ

た
。
太
陽
光
に
当
て
て
み
る
と
、
青
と

黒
の
ガ
ラ
ス
相
に
分
相
し
て
い
る
。
そ

れ
を
さ
ら
に
加
熱
冷
却
す
る
と
、
還
元

の
強
さ
に
よ
り
、
曜
変
・
油
滴
・
禾
目

な
ど
が
出
現
し
た
。「
烏
盞
」
は
、
建

窯
各
種
の
中
間
生
成
物
と
い
え
る
。

　

と
こ
ろ
で
、「
油
滴
」
の
斑
紋
が
で

き
る
メ
カ
ニ
ズ
ム
は
「
酸
化
鉄
の
発
泡

（
そ
の
跡
に
析
出
）」
と
説
明
さ
れ
て
い

る
。
し
か
し
実
験
に
よ
る
と
、
建
窯
の

輪
郭
が
明
瞭
な
油
滴
は
、
烏
盞
（
ガ
ラ

ス
の
相
分
離
）
が
で
き
た
後
に
、
鉄
を

多
く
含
む
青
い
相
か
ら
結
晶
が
析
出
す

る
も
の
で
、
そ
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
は
「
相

分
離
」
と
い
え
る
。
一
方
、
北
方
の
油

滴
は
従
来
の
説
明
通
り
で
、「
酸
化
鉄

の
発
泡
」
と
い
え
る
。

　

輪
郭
が
明
瞭
な
油
滴
に
な
る
ま
で
の

条
件
は
複
雑
で
色
々
な
要
素
が
あ
り
、

伝
世
す
る
建
窯
の
油
滴
は
、
絶
妙
な
バ

ラ
ン
ス
で
奇
跡
的
に
生
ま
れ
た
も
の
と

い
え
る
。

近
畿
例
会

（
令
和
七
年
十
一
月
八
日
）

「
川
上
不
白
の
初
期
の
茶
会
記
か

ら
―
『
京
都
諸
方
茶
湯
会
付
』
を

中
心
に
―
」

岡
本
文
音

　

川
上
不
白（
一
七
一
九
―
一
八
〇
七
）

は
、師
の
表
千
家
七
代
如
心
斎
の
許
で
、

七
事
式
の
考
案
・
制
定
に
携
わ
り
、
ま

た
、
江
戸
に
お
い
て
千
家
流
の
茶
の
湯

を
広
め
た
人
物
と
し
て
知
ら
れ
、
多
く

の
茶
会
記
を
残
し
て
い
る
。
二
十
三
点

の
茶
会
記
の
存
在
が
知
ら
れ
、
こ
れ
ま

で
に
内
容
が
確
認
で
き
る
も
の
が
十
九

点
、
そ
し
て
、
内
容
が
ほ
ぼ
同
じ
も
の

を
整
理
す
る
と
、
現
在
、
十
一
種
の
茶

会
記
を
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
、
そ
の

う
ち
、最
も
早
い
日
付
を
持
つ
の
が『
京

都
諸
方
茶
湯
会
付
』
で
あ
り
、
寛
保
二

年
（
一
七
四
二
）
か
ら
寛
延
二
年
（
一

七
四
九
）
ま
で
、
不
白
の
二
十
四
歳
か

ら
三
十
一
歳
の
八
年
間
に
わ
た
る
、
計

一
四
五
会
の
記
録
で
あ
る
。

　

そ
の
一
四
五
会
中
、
不
白
の
自
会
記

録
は
十
四
会
で
あ
る
が
、
そ
の
十
四
会

す
べ
て
に
お
い
て
、
如
心
斎
が
客
と
し

て
参
会
し
て
お
り
、
ま
た
如
心
斎
の
内

室
の
名
が
三
会
に
お
い
て
見
え
る
。
ま

た
、
他
会
記
録
で
は
如
心
斎
の
会
が
二

十
五
会
、
如
心
斎
以
外
の
会
が
一
〇
三

会
で
あ
る
。
そ
の
一
〇
三
会
の
う
ち
、

六
十
八
会
に
お
い
て
、
如
心
斎
と
不
白

が
連
れ
だ
っ
て
参
会
し
て
い
る
。
全
一

四
五
会
中
、
実
に
一
〇
七
会
に
お
い
て

如
心
斎
の
名
が
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ

ら
の
こ
と
か
ら
、『
京
都
諸
方
茶
湯
会

付
』
は
、
不
白
が
江
戸
に
拠
点
を
移
す

ま
で
の
、
京
都
に
お
け
る
如
心
斎
の
許

で
の
修
行
時
代
の
記
録
と
位
置
づ
け
ら

れ
る
で
あ
ろ
う
。

　

ま
た
、『
京
都
諸
方
茶
湯
会
付
』
に

は
添
え
書
き
が
な
さ
れ
て
い
る
箇
所
が

多
く
あ
り
、『
不
白
筆
記
』
や
『
不
白

翁
句
集
』
と
の
関
連
付
け
も
で
き
、
併

せ
て
読
む
こ
と
が
で
き
る
こ
と
も
特
徴

と
し
て
挙
げ
ら
れ
る
。

「
伸
庵
と
川
部
太
郎
の
茶
の
湯
」

木
村
栄
美

　

堺
市
が
所
有
す
る
数
寄
屋
建
築
「
伸

庵
」
は
も
と
東
京
の
芝
公
園
に
あ
り
、

近
代
数
寄
屋
建
築
を
代
表
す
る
仰
木
魯

堂
（
一
八
六
三
～
一
九
四
一
）
の
設
計
・

監
修
に
よ
る
。
本
邸
に
あ
る
三
畳
台
目

の
茶
室
「
萬
象
庵
」
は
昭
和
四
年
（
一

九
二
九
）
に
完
成
、高
橋
箒
庵
（
義
雄
、

一
八
六
一
～
一
九
三
七
）
が
命
名
し
、

昭
和
初
期
に
お
け
る
近
代
数
寄
者
た
ち

の
交
流
の
場
の
一
つ
と
も
な
っ
た
。
し

か
し
、
魯
堂
の
作
品
の
一
つ
と
さ
れ
な

が
ら
も
、
本
邸
の
存
在
及
び
そ
の
所
有

者
に
つ
い
て
の
詳
細
は
あ
ま
り
知
ら
れ

て
い
な
い
。
本
研
究
は
そ
の
「
伸
庵
」

の
所
有
者
で
あ
っ
た
東
京
の
道
具
商
・

川
部
太
郎
（
号
・
緑
水
、
一
八
九
〇
～

一
九
三
七
）
の
人
物
像
を
明
ら
か
に
す

る
と
と
も
に
、
彼
の
関
わ
っ
た
茶
会
を

通
し
て
、
得
意
先
で
あ
っ
た
根
津
青
山

（
嘉
一
郎
、
一
八
六
〇
～
一
九
四
〇
）

を
始
め
と
し
、
箒
庵
等
近
代
数
寄
者
と

の
交
流
や
そ
の
関
係
性
、
ま
た
道
具
商

が
近
代
喫
茶
文
化
史
の
中
で
果
た
し
て

き
た
役
割
に
つ
い
て
考
察
す
る
こ
と
を

目
的
と
し
、
今
回
そ
の
一
部
を
報
告
す

る
。
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太
郎
は
出
身
地
で
あ
る
名
古
屋
の
道

具
商
・
米
万
で
修
行
を
積
ん
だ
後
、
大

正
五
年
（
一
九
一
六
）
ご
ろ
に
東
京
の

日
本
橋
に
あ
っ
た
川
部
商
会
（
屋
号
・

永
清
堂
）
の
川
部
利
吉
の
婿
養
子
と

な
っ
た
。
以
降
大
正
十
年
ご
ろ
よ
り
昭

和
十
一
年
（
一
九
三
六
）
ご
ろ
ま
で
の

間
に
、
大
師
会
の
世
話
人
、
光
悦
会
の

理
事
、
東
京
美
術
倶
楽
部
の
幹
事
を
務

め
た
。
ま
た
太
郎
は
根
津
青
山
を
上
得

意
と
し
て
い
た
ば
か
り
で
な
く
、
青
山

の
茶
会
に
お
い
て
は
、
そ
の
ほ
と
ん
ど

で
亭
主
青
山
の
薄
茶
代
点
、
あ
る
い
は

飯
頭
を
務
め
て
い
た
。
近
代
数
寄
者
た

ち
の
一
大
イ
ベ
ン
ト
と
な
っ
た
昭
和
十

一
年
十
月
に
開
催
さ
れ
た
昭
和
北
野
大

茶
湯
等
に
お
い
て
も
、
青
山
に
同
伴
し

て
京
都
大
徳
寺
本
坊
に
お
け
る
青
山
の

設
え
に
携
わ
っ
て
い
た
こ
と
が
、
箒
庵

の
茶
会
記
等
か
ら
窺
え
る
。
こ
の
こ
と

は
青
山
と
太
郎
が
単
な
る
得
意
先
と
道

具
商
と
い
う
関
係
だ
け
で
な
く
、
青
山

の
道
具
類
の
管
理
、
茶
会
に
お
け
る
取

り
合
わ
せ
等
に
も
太
郎
に
か
な
り
の
信

頼
を
置
い
て
任
せ
て
お
り
、
箒
庵
が
太

郎
を
青
山
の
「
参
謀
」
と
評
し
て
い
る

通
り
、
そ
の
役
割
を
担
っ
て
い
た
と
推

測
す
る
。

例
会
の
ご
案
内

※�

例
会
の
日
程
・
会
場
等
、
変
更
す
る

場
合
・
未
定
に
つ
い
て
も
合
わ
せ
て

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ま
た
は
事
務
局
ま
で

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
個
人
宛

に
メ
ー
ル
等
で
の
お
知
ら
せ
は
し
て

お
り
ま
せ
ん
。

※�

東
京
・
近
畿
例
会
で
は
、
会
場
と
Ｚ

ｏ
ｏ
ｍ
の
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
開
催
を

行
っ
て
い
ま
す
。
オ
ン
ラ
イ
ン
の
参

加
は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
例
会
参
加

申
込
フ
ォ
ー
マ
ッ
ト
よ
り
お
申
し
込

と
同
時
に
、年
会
費
二
千
円（
会
員
）・

四
千
円
（
非
会
員
）
を
お
振
り
込
み

く
だ
さ
い
。

東
京
例
会

令
和
八
年
五
月
三
十
日
（
土
）

午
後
二
時
～

（
会
場
：
埼
玉
会
館
３
B
会
議
室
）

下
村
奈
穂
子

「
初
代
根
津
嘉
一
郎
の
別
邸
の
茶
室
」

吉
野
亜
湖

「
近
代
日
本
茶
の
海
外
広
告
戦
略
と
し

て
の
喫
茶
空
間
―
ア
メ
リ
カ
に
お
け
る

〈
茶
庭
〉
と
し
て
の
ジ
ャ
パ
ニ
ー
ズ
・

テ
ィ
ー
・
ガ
ー
デ
ン
文
化
」

令
和
八
年
十
月
十
七
日
（
土
）

午
後
二
時
～

（
会
場
：
未
定
）

依
田
徹

「
幕
末
鹿
児
島
藩
の
茶
」

長
谷
川
祥
子

「
猿
曳
棚
に
つ
い
て
（
仮
）」

令
和
八
年
十
二
月
五
日
（
土
）

午
後
二
時
～

（
会
場
：
未
定
）

神
保
乃
倫
子
・
八
木
京
子

「
益
田
克
徳
の
茶
と
そ
の
周
辺　

そ
の
七
」

岩
田
澄
子
・
横
山
直
範

「
建
盞
と
天
目
―
資
料
と
天
目
釉
再
現

実
験
に
よ
る
考
察
」

東
海
例
会

令
和
八
年
五
月
二
十
三
日
（
土
）

午
後
三
時
～
四
時
三
十
分

（
開
場
午
後
二
時
三
十
分
～
）

（
会
場
：
昭
和
美
術
館　

別
館
）

木
津
宗
詮

「『
清
技
』（
淡
交
社
刊
）
昭
和
の
茶
道

を
支
え
た
職
人
た
ち
」

令
和
八
年
七
月
四
日
（
土
）

午
後
二
時
～
三
時
三
十
分

（
開
場
午
後
一
時
三
十
分
～
）

（
会
場
：
昭
和
美
術
館　

別
館
）

下
村
宗
隆

「
尾
州
久
田
流
の
茶
の
湯
」

令
和
八
年
九
月
二
十
六
日
（
土
）

午
後
二
時
～
三
時
三
十
分

（
開
場
午
後
一
時
三
十
分
～
）

（
会
場
：
昭
和
美
術
館　

別
館
）

依
田
徹
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「
久
松
松
平
家
の
茶
の
湯
―
松
山
藩
と

裏
千
家
を
中
心
に
―
」

令
和
八
年
十
一
月
七
日
（
土
）

午
前
十
時
～
午
後
三
時

（
会
場
：
昭
和
美
術
館
）

茶
会

近
畿
例
会

令
和
八
年
五
月
二
十
三
日
（
土
）

午
後
二
時
～

（
開
場
午
後
一
時
四
十
五
分
〜
）

（
会
場
：
大
阪
市
立
美
術
館　

三
階

ワ
ー
ク
ル
ー
ム
）

安
永
拓
世

「
煎
茶
道
の
成
立
―
売
茶
翁
の
神
格
化
・

器
物
の
伝
来
・
茶
の
湯
と
の
関
わ
り
―
」

杉
谷
香
代
子

「
花
月
菴
伝
来
の
煎
茶
道
具
に
つ
い
て

―
特
集
展
示
「
売
茶
翁
か
ら
花
月
菴
―

煎
茶
道
は
こ
こ
か
ら
始
ま
っ
た
！
―
」

よ
り
」

＊�

会
場
の
三
階
の
ワ
ー
ク
ル
ー
ム
へ

は
、
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
を
ご
利
用
く
だ

さ
い
。

＊�

館
内
は
原
則
飲
食
禁
止
で
す
（
水
分

補
給
の
み
可
。
た
だ
し
ペ
ッ
ト
ボ
ト

ル
や
水
筒
な
ど
の
フ
タ
付
き
の
容
器

に
限
り
ま
す
。）

＊�

館
内
へ
の
長
い
傘
（
日
傘
を
含
む
）

の
持
ち
込
み
は
ご
遠
慮
く
だ
さ
い
。

傘
立
て
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

＊�

当
日
は
、「
開
館
90
周
年
記
念
特
別

展　

全
力
！
名
宝
物
語
―
大
阪
市
美

と
た
ど
る
美
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
」
展
開

催
中
で
す
。
学
会
名
の
入
っ
た
封
筒

を
受
付
に
て
お
示
し
く
だ
さ
い
。
招

待
券
を
お
渡
し
い
た
し
ま
す
。

令
和
八
年
七
月
十
八
日
（
土
）

午
後
二
時
～

（
開
場
午
後
一
時
三
十
分
〜
）

（
会
場
：
同
志
社
大
学
（
仮
））

小
林
仁

「
吉
州
窯
天
目
再
考
―
禅
宗
・
羅
漢
供

茶
・
茶
百
戯
の
視
座
か
ら
―
」

守
屋
雅
史

「
大
阪
市
立
東
洋
陶
磁
美
術
館
所
蔵
の

茶
道
具
に
つ
い
て
」

令
和
八
年
十
一
月
二
十
八
日
（
土
）

午
後
二
時
～

（
開
場
午
後
一
時
三
十
分
〜
）

（
会
場
：
泉
屋
博
古
館　

講
堂
）

実
方
葉
子

「
住
友
春
翠
展
関
連
（
仮
）」

竹
嶋
康
平

「
住
友
春
翠
展
関
連
（
仮
）」

令
和
九
年
二
月
ま
た
は
三
月
（
土
）

午
後
二
時
～

（
開
場
午
後
一
時
三
十
分
〜
）

（
会
場
：
同
志
社
大
学
（
仮
））

飯
島
照
仁

「
海
外
に
お
け
る
茶
の
湯
の
報
告（
仮
）」

佃
梓
央

「
海
外
に
お
け
る
煎
茶
の
報
告
（
仮
）」

高
知
例
会

令
和
八
年
六
月
二
十
八
日
（
日
）

午
前
十
時
～
正
午

（
会
場
：
高
知
県
立
文
学
館　

慶
雲
庵

茶
室
）

「
茶
の
湯
文
化
学
会
二
〇
二
六
年
度
大

会
の
研
究
発
表
を
テ
ー
マ
と
し
た
シ
ン

ポ
ジ
ウ
ム
」

発
表
者　

未
定

薄
茶
席　

正
午
～
午
後
四
時

席
主　

二
名
、
会
費　

千
円

＊�

参
会
希
望
者
は
予
め
連
絡
を
し
て
下

さ
い

令
和
八
年
九
月
六
日
（
日
）

午
前
十
時
～
正
午

（
会
場
：
高
知
県
立
文
学
館　

慶
雲
庵

茶
室
）

茶
の
湯
関
係
文
献
を
読
み
所
感
の
発
表

『
茶
道
四
祖
伝
書
（
現
代
語
訳
）』
輪
読
①

令
和
八
年
十
二
月
十
三
日
（
日
）

午
前
十
時
～
正
午

（
会
場
：
高
知
県
立
文
学
館　

慶
雲
庵

茶
室
）

茶
の
湯
関
係
文
献
を
読
み
所
感
の
発
表

『
茶
道
四
祖
伝
書
（
現
代
語
訳
）』
輪
読
②

軽
食
茶
事　

正
午
～
午
後
四
時

席
主　

三
名
、
会
費　

三
千
円

＊�

参
会
希
望
者
は
予
め
連
絡
を
し
て
下

さ
い
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令
和
九
年
二
月
七
日
（
日
）

午
前
十
時
～
正
午

（
会
場
：
高
知
県
立
文
学
館　

慶
雲
庵

茶
室
）

茶
の
湯
関
係
文
献
を
読
み
所
感
の
発
表

『
茶
道
四
祖
伝
書
（
現
代
語
訳
）』
輪
読
③

高
知
支
部
二
〇
二
七
年
度
事
業
計
画

茶
席　

午
前
十
時
～
午
後
四
時

茶
の
湯
文
化
学
会
の
研
究
成
果
を
実
践

す
る
。
茶
の
湯
を
一
般
の
方
々
に
親
し

ん
で
も
ら
う
た
め
「
床
飾
り
」「
道
具

立
て
」
は
す
る
が
、
お
点
前
は
お
客
次

第
と
し
て
楽
し
め
る
茶
席
を
設
け
る
。

開
催
予
定
日

　

高
知
新
聞
「
こ
み
ゅ
っ
と
」
に
掲
示

会
費　

四
百
円

お
知
ら
せ

令
和
八
年
度
総
会
・
大
会
の�

�

ご
案
内

　

令
和
八
年
度
総
会
・
大
会
を
左
記
の

日
程
で
計
画
中
で
す
。
詳
細
は
令
和
八

年
四
月
に
郵
送
・
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
て

ご
案
内
い
た
し
ま
す
。

日
程
：�

令
和
八
年
六
月
十
三
日
（
土
）・

十
四
日
（
日
）

第
一
日
目

　

見
学
会　

�

藪
内
家�

�

「
燕
庵
お
よ
び
路
地
」�
�

拝
観
・
呈
茶

　

懇
親
会　
（�

京
都
新
阪
急
ホ
テ
ル�

�

「
ブ
ー
ル
ヴ
ァ
ー
ル
」）

第
二
日
目　

総
会
・
大
会

会
場
：�
同
志
社
大
学
今
出
川
キ
ャ
ン
パ
ス

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
：
テ
ー
マ

　
「
京
都
と
茶
の
湯
の
近
代
化
」

新
刊
紹
介

『〈
現
代
語
訳
〉 

大
正
名
器
鑑　

井
戸
茶

碗
編
』

高
橋
義
雄
著　

宮
帯
出
版
社
編
集
部
訳

定
価
七
、
七
〇
〇
円
（
税
込
）

『〈
現
代
語
訳
〉 

大
正
名
器
鑑　

長
次

郎
・
ノ
ン
コ
ウ
・
光
悦
・
仁
清
編
』

高
橋
義
雄
著　

宮
帯
出
版
社
編
集
部
訳

定
価
八
、
二
五
〇
円
（
税
込
）

『
懐
石
新
書 

革
命
と
継
承
の
日
本
料
理
』

依
田
徹
著　

淡
交
社

定
価
二
、
五
三
〇
円
（
税
込
）

『
も
っ
と
知
り
た
い　

千
利
休
と
茶
の

湯
』

千
宗
屋
著　
（
株
）
東
京
美
術

定
価
二
、
五
三
〇
円
（
税
込
）

訃　

報

　

本
学
会
理
事
の
永
吉
渓
滋
理
事
が
令

和
七
年
十
二
月
二
十
七
日
に
ご
逝
去
さ

れ
ま
し
た
。
永
吉
理
事
に
は
高
知
例
会

を
立
ち
上
げ
、
牽
引
し
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。
会
員
の
皆
様
に
訃
報
の
お
知
ら

せ
を
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。

※�

二
〇
二
六
年
度
年
会
費
を
払
込
み
く

だ
さ
い
ま
す
よ
う
よ
ろ
し
く
お
願
い

い
た
し
ま
す
。


